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あらまし：多くの大学において学生は研究活動を課される．研究活動において学生は実験や論文執筆な

どの様々なタスクを遂行しており，これらを円滑に推進するために計画立案は必要不可欠である．しか

し先行研究では多くの学生が計画を立案した上で計画通りに進まないという悩みを抱えていることが

明らかになった．そこで本研究室では研究活動における適切な計画立案・遂行を支援するシステムを開

発している．本研究では，ユーザが本システムを用いて計画において行った様々な活動の情報について

ふりかえりや他者と共有を行う場合に注目し，ユーザに対して計画の遂行状況を把握する支援として活

動状況の抽出手法の検討を行い，実際に適用可能か調査を行った．	 
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1. はじめに 
	 多くの大学において学生は卒業研究や修士論文研

究などの研究活動を課される．研究活動において学

生は文献調査や開発，実験，論文執筆，プレゼンテ

ーション資料作成などの様々なタスクを遂行してお

り，これらを円滑に推進するために計画立案は必要

不可欠である(1)． 
一方で，先行研究では多くの学生が計画を立案し

た上で研究活動を遂行しているが，計画通りに進ま

ないという悩みを抱えていることを明らかにし，そ

の原因として（1）遂行が困難な計画を立案した，（2）
動機付けの欠如などの内的要因，（3）想定外のタス
ク発生などの外的要因，（4）計画立案・遂行に問題
はなかったが，実験の失敗などにより結果が伴わな

かった場合の 4点を挙げている(2)．そこで（1）や（2）
のような状況を防ぎ，（3）に対処するため，本研究
室では研究活動中に生じるタスクについての適切な

計画立案・遂行を支援するシステムを開発している．

なお，（4）は計画立案・遂行上の問題ではないため，
現時点では支援の対象外としている． 

 
2. 関連研究 
本研究で開発しているシステム（以下，本システ

ム）では，後述するようにタスクの遂行に関する情

報を記録し，活動後のふりかえりへの活用や他者と

の共有を行う．他に研究活動に関する情報の管理・

共有を行っている関連研究として，堀田ら(3)や宮寺

ら(4)によるものがある． 
堀田らは研究室における知識共有を目的として，

分類・体系化されたファイルなどを活動のコンテク

スト情報と連携して表示することで，他者との活動

のコンテクストの共有を支援している．また宮寺ら

は，組織内と個人の観点の間にあるトレードオフの

問題を解消した整理手法をファイルの関係情報の管

理に適用することで「組織内での情報共有」と「個

人の観点での情報整理」を支援している． 
これらの関連研究では研究活動に関する情報共有

において活動のコンテクストや，ファイル間の関係

情報，ファイルの情報を重視しており，活動の区切

りにおいて学生に上記の情報をシステムに登録させ

ている． 
本システムでは，タスクを円滑に遂行するために

必要な行為として，立案した計画をシステムへ登録

する．また，タスクに関係するファイルについては

通常のファイル操作に伴って全ての更新履歴が自動

的に記録される． 
関連研究で提案されたシステムでは，行った活動

に関する情報を能動的に登録するため登録の手間は

かかるものの，ファイルが更新されない活動につい

ても管理・共有することができる．一方，本システ

ムではファイルの更新履歴のみを保持しているため，

本研究では，ファイルの更新を伴う活動の活動状況

を抽出し，その把握を支援することを目的とする． 
 

3. 支援手法の検討 
	 本システムでは，図 1のように計画の立案から遂
行までを立案時，遂行中，遂行後の 3段階に分け以
下の行動の支援を行っている． 
• 立案時：過去に立案された同様のタスクに対する 
	 	     データ（計画と遂行状況）を参考にする 

• 遂行中：遂行状況を他者と共有し意見交換する 
• 遂行後：自身の計画遂行状況についてふりかえり 
	 	 	 	 を行う 

	 また，タスクに関係するファイルを置く Dropbox 
for Business（以下，Dropbox）上のフォルダを計画
に関連付けることができ，これらのファイルの全て
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の更新履歴を Dropboxから取得することができる． 

 
 

図 1 本システムの概要 
 

	 本システムで支援する上記の行動を行う際，ユー

ザは計画遂行中にいつ，何のために，どのような内

容の活動を行ったのか（以下，活動状況）を把握す

る必要がある．しかし，タスクに関係する全てのフ

ァイルの全ての更新履歴を確認し，そこから活動状

況を把握することは困難である． 
	 そこで，本研究では計画遂行中の活動状況把握を

支援するために，タスクに関係するファイルの更新

履歴からファイルの変化に関する情報を抽出する手

法について検討を行う．なお，本手法ではファイル

の更新履歴から活動状況の抽出を行うため，ファイ

ルの更新を伴いにくい文献調査やブレインストーミ

ングのような活動については対象外としている． 
様々な活動がいつどの程度継続して行われ，ファ

イルにどのような変化をもたらしたかを把握するこ

とで，多数の更新の中から着目点を絞り込むことが

できる．本手法では計画に関連付けられた全ファイ

ルの更新時刻から短い間隔の更新が連続している期

間を，更新履歴のファイル容量の情報から更新前後

の容量の差（変化量）をそれぞれ抽出する． 
ユーザはこれらの情報から着目点を判断した上で，

大まかな活動状況を確認する．また，本システムで

は任意のバージョン間の差分を生成し，具体的な活

動内容をユーザに提示する． 
 

4. 調査 
前章で述べた更新履歴から抽出する情報は，単純

な計算や既存のアルゴリズムで求めることができる．

しかし，活動期間を抽出するためには，ファイルが

ある程度の回数更新され，かつ短い間隔に継続的に

更新が行われている必要がある． 
そこで，実際に研究活動内で産出されているファ

イルの平均更新回数と更新間隔について，著者らが

所属する研究室の 16名の学生が 2014年 2月 28日~
2015年 1月 20日に Dropbox上で管理したファイル
を対象として確認した．なお，この研究室では，教

育・学習支援に関わるシステム開発を主な研究テー

マとしている． 
ファイルの種類を大まかに分類し，各種類ごとの

平均更新回数を調査した結果，表 1で挙げた 4種類
のファイルについて，特に平均更新回数が多いこと

が分かった． 
 
表 1 種類別ファイル数と平均更新回数 

 

種類	 ファイル数	 
平均更新回数	 

（標準偏差）	 

文書 16 27.4（40.7） 

プレゼン 32 36.3（98.1） 

コード 49 15.9（34.8） 

表計算 17 27.4（49.7） 

 
	 また，これらのファイルについて更新間隔を調査

したところ，1 分以内の更新が全体の 33%，5 分以
内が 66%，10分以内が 74%の割合を占め，短い間隔
での更新が大きい割合を占めることが分かった． 
	 以上のことから，表計算やプレゼンテーション，

文書，プログラムのソースコードのファイルについ

ては 3章の手法が適用できる可能性がある． 
 
5. 結言 
我々は研究活動における適切な計画立案・遂行を

支援するためのWebシステムを開発している．そし
て，ファイルの更新履歴から活動状況を抽出する手

法について検討と調査を行った．その結果，更新回

数が多く，更新間隔が短い一部のファイルについて

は本手法を適用可能であることが分かった． 
今後はファイルが産出・更新されにくい活動につ

いて対応を検討する必要がある．また，3 章で述べ
た手法について実装を行う必要がある． 
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